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都道府県の伴走支援についての報告と期待
現場の実情と伴走支援に期待すること

１

すでに取り組んでいるところと
取り組みたいと思っているところへの
適切な支援のあり方

農村ＲＭＯに取り組んでいるところと
取り組みたいと思っているところに対して
支援があることの周知

地域・協議会

農政局農水省

 支援を受けようとすると、関係者が多い。
 やるべきことが多いので、関係者が増える。

 支援を受けることは、意外と高度なこと
 「必要な支援を受ける」支援が必要

市町村

県の振興局
都道府県 支援者

支援者



岩手県の伴走支援事業の場合（R5）
形成支援連絡会議の開催（３回）

 市町村、社会福祉協議会、支援団体等

実施協議会の個別訪問
 助言（３回）と連絡会議への報告

掘り起しと合意形成支援
 ７組織以上×２回以上

独自提案
フォーラムの開催（３回）

ポータルサイトと常設相談の開設

支援リーフレットの制作

伴走支援

掘り起し

関係機関連携

２



岩手県の伴走支援事業の場合（R5）
形成支援連絡会議の開催（３回）

 市町村、社会福祉協議会、支援団体等

実施協議会の個別訪問
 助言（３回）と連絡会議への報告

掘り起しと合意形成支援
 ７組織以上×２回以上

独自提案
フォーラムの開催（３回）

ポータルサイトと常設相談デスクの開設

支援リーフレットの制作
いわて農村RMO
ポータルサイト

情報発信

３



伴走支援の論点整理

地域・協議会

市町村

県の振興局

都道府県

農政局
農水省

伴走支援

関係機関連携

情報発信

 伴走支援者の効果
 伴走支援者と地域との相性
 複数の伴走支援者の存在
 伴走支援者の選定

 連携はできたのか
 連携の効果は
 必要な連携とは
 効果的な連携とは

 伴走支援との関係

行政 伴走支援者

他部局

福祉、企画
都市、国土
教育他

 伴走支援者の選定

掘り起し

４
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